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230　 ニ オ イス ミレ 組 織培養 に よ る 香料 の 生産

　　　　（鐘紡 ・生 化 研 ）　 松 永 祐
1
士

1 ．目的
一

般 に 香料 植物 の 多 くは ・栽培 ne　tdiが限 定 され ・香 料 の 占讚 や 供 給 量力1天 候等 の 環 境条

件 に 左 右 され る ・こ れ らの 問 題点 を解 決す る 方 法 と して 、組織 培 養 技術 を用 い て 良質 の 香

料 を安 定か つ 効 率 的 に 生 産 す る 研 究 が 活発 に 進め られ て い る 。

　ニ オ イ ス ミ レ ｛Viola　odorata ） は ・欧州 原 産 の 植物 で あ り、そ の 全 草 を 溶媒 で 抽 出 し て

バ イオ レ ッ ト リ
ー

フ 香料 を 得 て い る ・これ は 非 常 に 高 価で あ り、フ レ ッ シ ュ な グ リー
ン ノ

ー
ト と して 高級 香水 な ど に 使 われ て い る 。

　我 々 は 、こ の 香 料 を工 業 的 に 生 産 す る 目的で 、ニ オ イ ス ミ レ か ち紐 織 を 誘導 し
・ ｝

、そ の

培 養 条 件
・方法 を 検討 し て

2 ｝

、大量 液 体培 養方 法 の 開 発 を行 っ た 。

2 ．方 法

　ニ オ イ ス ミ レ の 葉 ・茎 の 切片 を 當法 通 り殺 菌 し、種 々 の 濃度 の オ ー一
キ シ ン 、サ イ トカ イ

ニ ン を含 む MS圃 形培地 で 培養 し 、種 t
（ の 組 織 を誘導 した 。得 ら れ た 組織 か ら 、増殖 倍 率 と

GCに よ る 香料分 析 で 優 れ た も の を選 抜 した 。そ の 液 体培養 を行 い 、香 料産 生 に 最適 な 焙養

条件 ・方 法 を検 討 した 。

　ま た 、大 量培 養方法 を検 討 し、培養 シ ス テ ム を 試 作 した 。

3 ．結果

　1）　組織 の 増殖 借率 と GCの 香料 分析 によ り、2 −4D　10
− BM

、ベ ン ジ ル ア デ ニ ン 　10
− SM

　 の ホ ル モ ン バ ラ ン ス 下 で 得 ちれ た 緑色 親織 塊 を選抜 した 。
2）　緑 色 組 織 塊 を 、ホ ル モ ン を含 ま な い 液 体培 地で 継 代 培養 で きる よ うに 馴 化 した 。
3） 紐織 の 増 穂 と香 料産 生 に 適 した 培地 と して 、鬥S焙 地 の 糖 濃度 を低 く し 、リ ン 酸 イ オ

　　ン 濃度 を高 く した もの が 良好な 結 果 を示 した 。また 、培養 条件 は 光照 射下 で 25〜 30℃ 、

　　2 〜 3 週間 の 培養 が 良 く 、培 養 装 置 は エ ア
ー

リ フ ト型 が適 し て い た 。

　　 こ れ ら の 培 養条 件 ・方 法で 培 養 した 結 巣 、20Ggf ．N．／L培 地の 培養物 が得 ちれ た 。
4）　30［ ジ ャ

ー
、150Lジ ャ

ー一
、500Lジ ャ

ー
を連結 した エ ア

ー
リ フ ト型大 量液 休培養 シ ス

　 テ ム （図 1 ＞を開 発 し、組 織の 大 量培 養方 法 を確 立 した。

5｝　培 養物 を溶媒 で 抽 出 し、天 然 の バ イ オ レ ッ ト リ
ー

フ 香料 と同 様の 香 気成 分 を得 た 。
6） 培養 物 よ り得 た 香 料 を 、当社 化 粧品 モ ル フ ェ

・エ フ ィ
ー

ネ に 配合 し、 4 月か ら発売

　 　し て い る 。
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図 1 ． 緑 色 組 織 塊 培 醤 方 法 に ょ る ニ オ イ ス ミ レ 番 料 生 廣 の ス キ ー ム
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